
賽

の

河

原

二
重
塔
の
南
に
三
十
余
体
の
地
蔵
尊
を
ま
つ
る
賽

の
河
原
が
あ
り
ま
す
。
賽
の
河
原
は
幼
な
子
を
亡

く
し
た
親
た
ち
が
、
そ
の
追
善
供
養
に
と
地
蔵
尊

を
ま
つ
り
、
石
を
積
む
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

圭
目
”御
７
人
秘
宝
）

雨
乞
い
の
青
獅
子
と
も
い
わ
れ
、
日
照
り
が
続
き
水

不
足
の
時
、
”
）の
青
獅
子
を
出
せ
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に

慈
雨
を
降
ら
す
と
い
つ
、
元
和
六
年

金
六
二
〇
）
熱

田
住
森
満
家
法
眼
、
同
小
拾
郎
満
泰
公
の
作
。

光

前

寺

自

然

探

勝

園

光
前
寺
境
内
の
南
側

（約
十
ベ
ク
タ
ー
ル
）
が
、
県
の
環
境
保
全
地
区
に
指
定

さ
れ
、
自
然
を
生
か
し
た
遊
歩
道
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
は
、
広
場
。あ
す
ま
や

を
配
し
、
自
然
を
親
し
み
な
が
ら
の
家
族
づ
れ
な
ど
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
適
し
て

い
ま
す
。

宝

物

数
多
く
の
仏
画
を
所
蔵
し
て
お
り
、
平
安

・鎌
倉

・室
町
時
代
や
中
国
明
時

代
と
み
ら
れ
る
も
の
も
多
い
。
主
な
物
に
来
迎
弥
陀
画
・両
界
曼
陀
羅
・十
二

画
・釈
迦
涅
槃
画
・十
六
善
神
画
・十
二
天
画
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

光

こ

け

光
前
寺

に
は
昔

よ
り

「
光
ご
け
」
が
自
生
し

て
い
ま
す
。
参
道
の
石

垣
の
石
の
間
、
本
坊
客

殿
奥
の
庭
園
に
面
し
た

外
縁
の
床
下
な
ど
に
、

光
線
に
反
射
し
て
美
し

く
、
神
秘
的
な
光
を
放

っ
て
い
ま
す
。
（四
月
中

旬
～
十
一月
上
旬
）

●
御
祈
祷
／
本
尊
不
動
明
王
の

御
宝
前
に
て
、
御
参
拝
の
皆
様
の

心
願
成
就
、
家
内
安
全
、
一父
通
安

全
、
厄
除
開
運
、
家
業
繁
栄
等
の

御
祈
祷
を
行
っ
て
い
ま
ｔ

●
追
善
供
養
／
大
講
堂
阿
弥
陀

如
来
の
御
前
に
て
、
先
亡
精
霊
の

追
善
供
養
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
宝
物
拝
観
、
本
坊
奥
庭
園
の

参
観
、
当
寺
案
内
等
ご
希
望
の

方
は
、
灯
明
料
と
し
て
所
定
の
御

奉
納
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
尊
御
供
物

「法
楽
」
に
て
湯
茶

の
接
待
を
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
御
供
物

「法
楽
」
は
御
参

拝
の
方
に
限
り
お
頒
け
も
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

本
坊
受
付
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

◆境内こ案内図

〈交通のこ案内〉
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▲杉並木参道/石垣の間に「光こけ」が見えま魂

光前寺 T望認」こ躍写ミ謳鍾場800



●
御
本
尊

不
動
明
王
（秘
仏
）

●
宗
派
天
台
宗
（比
叡
山
延
暦
寺
末
）

●
開
基
本
聖
上
人

●
開
基
年
代

清
和
天
皇
貞
観
二
年
（八
六
〇
）

開
祖
本
聖
上
人
は
、
比
叡
山
に

て
研
学
修
業
の
後
、
太
田
切
黒

川
の
瀑
の
中
よ
り
不
動
明
王
の

尊
像
を
授
か
り
、
，
しの
地
に
寺

を
開
か
れ
ま
し
た
。
以
来
千
百

余
年
の
長
い
歳
月
の
間
に
は
幾

多

の
火
災
等

に
よ
り
古
記
録

を
焼
失
し
ま
し
た
。
古
く
は
武

田

。
羽
柴
家
等
の
武
将
の
保
護

を
受
け
、
特
に
徳
川
家
か
ら
は

地
方
寺

院
と
し
て
は
破
格

の

六
十
石
の
寺
領
と
十
万
石
の
大

名
格
を
与
え
ら
れ
る
な
ど
、
隆

盛
を
き
わ
め
ま
し
た
。

明
治
以
後
は
、
多
く
の
末
寺
等

も
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

な
お
樹
齢
数
百
年

の
杉

の
巨

木
に
囲
ま
れ
た
境
内
に
は
、
十

余
棟
の
堂
塔
を
備
え
、
長
野
県

下
屈
指
の
大
寺
で
あ
り
、
南
信

州
随

一
の
祈
願
霊
場
と
し
て
広

い
信
仰
を
あ
つ
め
て
い
ま
す
。

本
堂

本
尊
不
動
明
王
及
び
、
八
大
童
子
を
ま
つ
る
祈

願
霊
場
。
嘉
永
四
年

公
八
五
じ
再
建
。

三
門

三
解
脱
門
で
迷
よ
り
悟
に
入
る
門
の
意
。
楼
上

に
十
六
羅
漢
を
安
置
。
県
下
で
は
善
光
寺
に
次

ぐ
三
門
で
あ
る
。
嘉
永
元
年

公
八
四
人
）
再
建
。

三
重
塔
（最
県
蜃
）

南
信
州
唯
一の
三
重
塔
で
、高
さ
約
十
七
メ
ー
ト

ル
の
均
整
の
と
れ
た
美
と
彫

刻
の
美
し
さ
は

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。五
智
如
来
を
安
置
。

文
化
五
年

含
八
〇
八
）
再
建
。　
　
　
　
　
　
　
　
●
開
花
期
間
中
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
電

弁
天
堂
（曇
花
●

当
寺
建
物
中
最
も
古
い
建
物
で
、
方
一間
入
母
屋
造
り
の
建
築
で
あ
る
が
、
内
部
厨
子
の
宝
形
造

り
と
と
も
に
、
室
町
期
の
様
式
を
う
か
が
え
る
重
要
な
古
建
築
で
す
。
弁
財
天
・十
五
童
子
は
、

明
応
九
年

公
五
〇
〇
）
七
条
大
倉
法
眼
の
作
。

経
蔵

唐
破
風
造
り
の
向
拝
の
建
築
美
は
近
郷
第

一
と
称
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
経
巻
と
と
も
に
霊

犬
早
太
郎
報
恩
の
た
め
、
奉
納
さ
れ
た
大
般
若
経
六
百
巻
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
一早
和
二
年

盆
八
〇
一
し
再
建
。

仁
王
門

寺
院
を
守
護
す
る
金
剛
力
士
像
を
安
置
し
て
い
ま
境
υ
仁
王
像
は
大
永
八
年

含
五
二
人
）
七
条
門
院
雲
慶
十
三
代
慶
延
法
眼
の
作
。

大
講
堂
（罪
壁
）

昭
和
五
十
五
年
本
尊
不
動
明
王
の
御
開
帳
記
念
事
業
と
し
て
建
立
。

鐘
楼

昭
和
三
十
五
年
当
山
開
基
千
百
年
記
念
に
再
建
さ
れ
、
大
梵
鐘
は
、

重
量
千
三
百
四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
近
郷
第

一
の
巨
鐘
で
す
。

そ
の
他

本
坊

（庫
裡
）
・客
殿
。別
院
・奏
楽
堂
他
。

弁
財
天

本
坊
客
殿
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、
商
売
繁
昌
、

●
弁
天
堂

●
三
重
塔

智
恵
や
学
問
、
福
財
を
さ
ず
け
る
仏
神
と
し
て
、
広
く
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

木
蛍

の
前

庭

と
木

力

客

殿
奥

の
庭

園
、
仁
工
門
か
ら
参
道
を
経
て
三
門
、

木
堂

へ
と
続
く
直
線
上
の
物
監
配
置
、

お
よ
び
、
そ
れ
を

と
り
ま
く
琉
内
林

な
ど
境
内
全
玖
約
６
・７
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
光
前
寺
庭
園
と
し
て
文
化
財
保

護
法
に
よ
る
国
の
Ｚ
勝
に
指
定
さ
れ
、
静
寂
な
環
流
と
風
致
は
、
長
野
県

下
随

一と
称
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
（昭
和
四
十
一
一年
二
月
十
日
付
指
定
）
。

木
堂
前
の
庭
園
は
、
一二
門
と
木
堂
と
の
間
の
池
庭
で
あ
り
、
そ
の
滝
組
み

は

い
わ
ゆ
る
竜
門
瀑
の
様
式
を
表
わ
し
、
滝
口
村
近
の
石
組
は
特
に
み
る

べ
き
も
の
が
あ
る
日
本
庭
園
史
上
貴
重
な
石
組
と
さ
れ
て
い
ま
ｔ

木
坊
客
殿
奥
の
庭
園
は
、
条
山
泉
水
庭
で
あ
り
、
前
面
に
池
を
振
り
そ
の

奥
は
自
然
の
傾
斜
地
を
条
出
に
み
な
し
Ｅ
石
を
建
て
て
庭
景
の
十
た
と
し

て
い
ま
す
。
池
尻
は
な
殿
南
に
等
き
、
多
数
の
石
を
粘
山
水
風
に
組
ん
で

あ
り
ま
す
υ
一説
に
は
、
こ
の
庭
園
は
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
よ
り
来

逸
の
お
姿
を
表
え
し
よ
う
と
し
た
、
極
楽
浄
上
の
庭
園
と
も

い
わ
れ
て
い

ま
ｔ
条
造
年
代
、
作
着
等
は
、
不
明
で
あ
り
■
せ
に
お

い
て
改
変
さ
れ
た
跡
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
地
割
石
組
等
に
は
十
七
の
す
ぐ
れ
た
意
匠
手
法
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
ｏ

伝
説
が
伝
・４
ヶ
れ
て
い
ま
ｔ

今
よ
り
お
よ
そ
セ
百
年
程
前
、
光
前
寺

日
早
太
郎
と
い
つ
大
変
強
い
出
大
が
飼

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
逹
州
府
十

（静
岡
県
磐
口
市
）
見
村
天
神
社
で

は
、
毎
年
祭
り
の
夜
に
一人
の
子
女
を

神
前
に
人
身
御
供
と
し
て
供
え
る
悲

し

い
習
わ
し
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
し

た
。
こ
れ
を
救
お
う
と
社
僧

一実
坊
弁

存
は
、
神
仏
に
祈
願
し
て
祭
り
の
様
子

を
さ
ぐ
り
、
子
女
を
ざ
ら
う
怪
物
が
信

州
の
早
太
郎
を
で
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

信
州
に
尋
ね
入
っ
た
弁
存
は
、
光
前
寺

に
早
太
郎
を
さ
が
し
当
て
、
早
太
郎
を

借
り
、
子
女
の
身
代
わ
り
と
な
っ
た
早

太
郎
の
力
に
よ
っ
て
怪
物

（老
ヒ
ヒ
）
は

退
治
さ
れ
、
村
の
災
難
は
除
か
れ
た
の

で
す
。
一実
坊
弁
存
は
こ
の
報
思
の
た

め
に
大
般
着
経
を
書
写
し
天
沖
社
か

ら
光
前
寺
に
奉
納
さ
れ
ま
ｔ
た
。

以
来
、
早
太
郎
こ
そ
ま
き
に
不
動
明
エ

の
化
身
で
あ
り
、
災
難
除
、
ｉ
除
の
霊

大
な
り
と
し
て
広
く
信
枠
を
あ
つ
め
、

今
な
お
見
村
よ
り
報
思
の
参
拝
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
ｔ

光
前
寺
に
は
昔
よ
り
霊
大
早
太
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